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地元企業の魅力発見！北九州市「インターンシップ」事業 受入企業概要書・計画書 

企

業

概

要

 

企 業 名 称 株式会社エコウッド 

 注：受入れ時の書類（誓約書・覚書）に記載する「企業名称」をご記入ください。 

 

 
代 表 者 名 

（役職・氏名） 
代表取締役 松田 卓也 

 注：受入れ時の書類（誓約書・覚書）に記載する「代表者名」をご記入ください。 

本社所在地 
〒808-0021 

北九州市若松区響町 1-12-1 

会社ＵＲＬ https://www.eco-wood.jp/ 

従 業 員 数 49 名 

事 業 内 容 

木材・プラスチック再生複合材の製造および販売 

（当社は少人数ですが、世界に通用する製品を開発・製造・販売しています） 

（業種：製造業） 

書
類
送
付
先
等 

送 付 先 

（上記と異なる場合のみ） 

〒 

 

担当部署名 管理部 管理課 

担 当 者 名 
（役職・氏名） 

課長 玉井 慎吾 

電 話 番 号 093-751-2424 

メールアドレス tamai@eco-wood.jp 

学

生

の

申

込

条

件

等

 

対 象 学 生 
大学院 大学 短大 専門 高専 

● ●   ● 

希 望 学 部 
☑ 学部不問      □ 希望学部（                ） 

⇒理系学部生の受入れ  ☑ 可  □ 不可 

受入れに伴う 

選 考 

□ なし    ☑  あり  

ﾏｯﾁﾝｸﾞ後に 

 

 

☑ 書類選考あり(合否あり) 

□ 企業面談あり(合否なし) 

□ 企業面接あり(合否あり) 

外国人留学生 

☑ 不可    □ 可  

日本語ﾚﾍﾞﾙ □ 挨拶程度 □ 日常会話ができる □ □ 

募 集 方 法 □ 他媒体なし ☑ 他媒体あり（媒体名：北九州地域産業人材育成ﾌｫｰﾗﾑ） 

その他条件 ものづくりや環境分野に興味のある学生 

セールスポイント・ 

学生へのメッセージ 

当社は廃材を原材料に木材・プラスチック再生複合材を製造・販売し、 

国内トップクラスのシェアを誇ります。廃材を利用することで 

SDGs の実現に貢献しながら、新しい「木」というものの価値を創造し、 

自ら携わった製品が世界中の建築物として形に残る、 

夢のある活動を行っている会社です。 

日本語能力レベル  
N１認定 

日本語能力レベル  
N2 認定 
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実 習 内 容 
 

１ 実習の条件等 

 内        容 

実 習 期 間 2023 年 9 月 11 日（月）～ 9 月 16 日（土）（実働 3～5 日間 応相談） 

商工会議所経由の
受 入 人 数 

2 名まで 

受 

入 

場 

所 

部署名・職種 管理部・製造部 

所 在 地 等 
〒808-0021 

北九州市若松区響町 1-12-1 

交 通 手 段 

◆最寄駅・最寄バス停からのアクセス 

JR 若松駅より車で 15 分（JR 若松駅から実習地までの送迎あり） 

北九州市営バス 響灘工業団地第三 

受 

入 

条 

件 

１日の実習時間 9 時 00 分 ～ 18 時 00 分（うち休憩 60 分） 

期間中の休日 ☑ なし   □ あり（                     ） 

日給・時給の支給 ☑ なし   □ あり（ 日給…     円 ／ 時給…    円/時 ） 

交通費等の支給 ☑ なし   □ あり（                     ） 

 

２ 実習プログラム 

日程 内      容 テ ー マ 

初 

日 

※実習 5 日間のケース 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、社長面談、会社概要説明、 

当社製品の施工現場見学など。 

会社概要の説明 

当社について、当社の製品について 

理解を深める。 

２
～
４
日
目 

２日目は、ものづくりに関する教育や工場見学、 

実際に工場内での実習も実施予定。 

3 日目以降は、実習課題に取り組む。 

（社員との交流会も含む） 

当社の工場、製造工程プロセス、 

ものづくりについて理解を深める。 

また、各部署がどのような仕事に 

携わっているか理解を深める。 

最 

終 

日 

実習のまとめ、実習成果報告発表 

 

報告書作成。発表を通して、 

実習で学んだことの振り返り。 

また、プレゼン能力の必要性に 

ついて理解を深める。 

※実習内容は予定です。変更の可能性もありますのでご了承ください。 


